
＊紙面から＊

・
イ
ラ
ン
に
一
刻
も
早
く
や
め
て
く
れ
と
い
う

強
い
意
思
表
示
を
求
め
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

同
じ
く
埼
玉
土
建
の
福
重
常
任
中
執
が
「
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
は
そ
こ
ま
で
困
っ
て
い
な
い
。
大
変

な
の
は
中
小
事
業
者
だ
」
と
強
調
。
埼
玉
土
建

は
、
仲
間
か
ら
の
深
刻
な
声
を
３
０
０
件
以
上

集
め
て
お
り
、
６
月
24
日
（
水
）
に
は
国
会
議

員
要
請
と
集
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

記
者
会
見
に
は
マ
ス
コ
ミ
５
社
が
集
ま
り
、

テ
レ
ビ
埼
玉
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
埼
労
連
は
翌
13
日
（
土
）
に
「
平

和
と
く
ら
し
を
守
ろ
う
」
と
署
名
・
宣
伝
行
動

を
お
こ
な
い
、
デ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
参
加

し
た
一
般
市
民
含
め
31
人
で
通
行
す
る
人
た
ち

に
会
ア
ピ
ー
ル
、
宣
伝
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
れ

た
人
か
ら
カ
ン
パ
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■ナフサショックで埼玉県へ緊急要請	（１面）

■埼労連サマーセミナー	 （２面）

■オール埼玉６・７大集会	 （４面）

■第97回埼玉県中央メーデー	 （５面）

■埼玉県労働委員会紹介	 （７面）

■埼労共のページ	 （８面）

中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
物
価
高
騰
や
ナ
フ

サ
不
足
の
影
響
に
つ
い
て
、
加
盟
組
合
へ
聞
き

取
り
を
お
こ
な
い
、
影
響
を
受
け
て
い
る
産
業

の
代
表
５
人
と
埼
労
連
事
務
局
が
、
６
月
12
日

（
金
）、
埼
玉
県
に
「
ナ
フ
サ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

仕
事
・
く
ら
し
へ
の
影
響
に
対
す
る
緊
急
要
請
」

と
し
て
３
点
を
要
請
し
、
記
者
会
見
を
行
い
ま

し
た
。
要
請
趣
旨
は
、
①
県
と
し
て
中
小
事
業

者
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
お
こ

な
い
、
独
自
の
相
談
窓
口
を
設
け
る
こ
と
、
②

労
働
者
の
賃
金
保
障
に
つ
な
が
る
支
援
策
の
強

化
、
③
国
に
対
し
、
緊
急
対
策
を
最
優
先
で
実

施
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
で
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
泉
田
委
員
長
は
、「
製
品
の

塗
装
業
者
か
ら
値
上
げ
要
請
が
あ
り
、
品
物
が

入
手
困
難
な
こ
と
、
梱
包
の
緩
衝
材
も
１
・
４

倍
の
値
上
が
り
。
今
後
も
値
上
が
り
や
納
期
遅

延
が
続
く
と
経
営
に
影
響
が
出
て
く
る
」
と
報

告
。
建
交
労
の
鈴
木
委
員
長
は
、「
物
流
は
社

会
の
イ
ン
フ
ラ
。
燃
料
の
軽
減
税
率
は
実
感
が

な
い
ま
ま
戦
争
に
な
り
、
原
油
高
で
補
助
金
だ

よ
り
。
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
も
不
足
で
整
備
に
出

し
て
も
車
両
が
返
っ
て
こ
な
い
」
と
訴
え
。
コ

ー
プ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労
組
の
占
部
委
員
長
は
、

「
宅
配
の
衛
生
商
品
の
目
隠
し
用
の
袋
が
入
ら

ず
、
そ
の
ま
ま
届
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
福
祉

職
場
で
も
業
務
用
手
袋
な
ど
、
節
約
し
て
利
用

し
て
い
る
」
と
報
告
。
埼
玉
土
建
の
鯉
渕
副
委

員
長
は
自
身
が
塗
装
業
を
営
ん
で
お
り
、「
３
月

下
旬
頃
か
ら
シ
ン
ナ
ー
が
な
く
な
り
、
そ
の
う

ち
塗
料
が
な
く
な
る
。
ペ
ン
キ
の
下
塗
り
剤
は

い
ま
だ
に
入
手
困
難
で
納
期
未
定
と
言
わ
れ
て

い
る
。
値
上
が
り
部
分
の
価
格
転
嫁
が
で
き
な

い
懸
念
も
あ
る
。
建
設
職
人
は
建
物
を
つ
く
る

仕
事
を
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
物
を
壊

す
戦
争
を
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
ア
メ
リ
カ

県庁記者クラブで会見

浦和駅東口での宣伝

ナ
フ
サ
シ
ョ
ッ
ク
に
に
苦
し
む
声
を
埼
玉
県
に
届
け

埼
労
連
が
緊
急
要
請
と
宣
伝

（毎月 1日発行）
咲いたネット
ＵＲＬ：
http://www.saitanet.or.jp
Ｅメール：
saita@saitanet.or.jp

発　行　所
埼玉県労働組合連合会

〒 330 － 0063
埼玉県さいたま市浦和区高砂
　　　　　3-10-11 第一木村ビル  
ＴＥＬ 048 － 838 － 0771
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埼
労
連
は
、
６
月
20
日
（
土
）
に
【
第

35
回
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
】
を
さ
い
た
ま

共
済
会
館
で
開
催
し
、
11
単
産
・
13
地

域
か
ら
66
人
（
講
師
含
む
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
回
は
、「
地
べ
た
か
ら
の
労
働
組
合

運
動
〜
関
係
構
築
・
ケ
ア
・
心
理
的
安

全
性
」
を
テ
ー
マ
に
長
久
啓
太
氏
（
岡

山
県
労
働
者
学
習
協
会
・
事
務
局
長
）

を
招
き
、
労
働
組
合
の
役
員
と
し
て
ど

の
よ
う
に
組
合
員
と
向
き
合
う
か
を
学

び
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
師
自
ら
が
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
と
な
っ
て
、「
関
係
構
築
に
つ
い

て
」、「
心
理
的
安
全
性
で
高
ま
り
あ
う

活
動
に
」、「
ケ
ア
し
あ
え
る
職
場
・
労

働
組
合
を
」、
の
３
つ
の
パ
ー
ト
ご
と
に

短
時
間
の
講
義
を
聞
い
た
あ
と
、
５
〜

６
人
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
で
討
論
す
る
形

式
で
行
い
ま
し
た

偏
愛
マ
ッ
プ
を
使
っ
た
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
も
あ
り
、
参
加
者
全
員
が
必
ず
複

数
の
人
と
対
話
す
る
形
で
行
わ
れ
、
仲

間
と
対
話
す
る
際
に
意
識
す
る
こ
と
を

実
践
を
通
じ
て
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

蕨
地
区
労
協
が
５
月
13
日
（
水
）、
電

機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
支
援
要
請
を
受

け
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
前
で

ユ
ニ
オ
ン
が
お
こ
な
っ
て
い
る
宣
伝
行

動
に
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
（
ユ
ニ
オ

ン
か
ら
は
５
人
参
加
）。
最
近
ま
で
“
追

い
出
し
部
屋
”
が
存
在
し
、
退
職
強
要

や
昇
格
・
賃
金
差
別
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
事
実
に
驚
き
と
怒
り
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
支
援
の
輪
を
広
げ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ま
た
、
５
月
19
日
（
火
）
に
は
、
国

会
前
の
「
19
日
行
動
」
に
連
帯
す
る
宣

伝
を
19
時
か
ら
蕨
駅
西
口
で
取
り
組
み

ま
し
た
。

蕨
地
区
労
協
と
わ
ら
び
９
条
の
会
の

呼
び
か
け
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
「
憲
法

９
条
を
守
る
蕨
の
会
」
が
初
め
て
取
り

組
ん
だ
「
蕨
ペ
ン
ラ
イ
ト
行
動
」
に
は
、

組
合
員
や
市
内
の
民
主
団
体
の
会
員
、

一
般
市
民
を
含
め
42
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
色
鮮
や
か
な
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
手
に

「
憲
法
守
れ
」「
大
軍
拡
許
す
な
」
等
の

コ
ー
ル
や
憲
法
条
文
を
リ
レ
ー
で
読
み

上
げ
た
り
と
工
夫
し
な
が
ら
の
ア
ピ
ー

ル
で
、
今
回
の
行
動
を
発
信
し
た
い
と

い
う
ご
夫
婦
や
若
い
男
性
な
ど
う
れ
し

い
申
し
出
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
鳴
り
物
の
活
用
、
目
立
つ
ア

ピ
ー
ル
物
の
準
備
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
拡
散
等
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組

む
予
定
で
す
。

（
蕨
地
区
労
協
発
）

藤
田
議
長
あ
い
さ
つ

グ
ル
ー
プ
形
式
の
セ
ミ
ナ
ー

ペ
ン
ラ
イ
ト
で
ア
ピ
ー
ル

長久先生（写真右）グループごとに討論講義ごとに感想交流

組
合
員
と
の
対
話
術
を
学
ぶ

第
35
回
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

19
日
行
動
に
連
帯
し
て
蕨
駅
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

蕨
地
区
労
協
宣
伝
行
動
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Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
川
口
工
場
で
は
５
月

14
日
の
朝
礼
で
、
文
庫
・
書
籍
関
連
の

設
備
は
沼
津
工
場
に
移
管
し
、
無
線
綴

じ
事
業
か
ら
撤
退
。
坂
戸
工
場
か
ら
高

収
益
事
業
を
川
口
工
場
に
移
管
し
、
坂

戸
工
場
は
撤
収
・
閉
鎖
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

製
造
拠
点
の
再
編
に
と
も
な
う
「
大

幅
な
人
員
余
剰
」
は
、
印
刷
以
外
の
他

部
門
、
例
え
ば
生
活
・
産
業
事
業
の
群

馬
や
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
の
新

潟
へ
の
広
域
異
動
も
し
く
は
「
キ
ャ
リ

ア
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
支
援
」
い
わ
ゆ

る
早
期
退
職
も
説
明
さ
れ
た
の
で
す
。

再
編
部
署
で
は
６
月
中
に
個
人
面
談
が

行
わ
れ
、
７
月
中
に
各
自
進
退
を
決
め

て
く
れ
と
い
う
急
展
開
で
す
。
全
印
総

連
・
印
刷
関
連
ユ
ニ
オ
ン

ト
ッ
パ
ン

川
口
分
会
は
、
６
月
５
日
、
朝
は
川
口

工
場
で
出
勤
す
る
労
働
者
に
、
北
坂
戸

駅
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
送
迎
バ
ス
を
利

用
す
る
労
働
者
に
向
け
た
宣
伝
を
お
こ

な
い
、
相
談
活
動
の
紹
介
や
闘
う
労
働

組
合
に
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

川
口
工
場
に
は
埼
労
連
か
ら
加
藤
幹

事
が
、
北
坂
戸
駅
に
は
、
埼
労
連
・
諸

井
事
務
局
次
長
の
他
、
地
元
の
坂
戸
鶴

ヶ
島
地
区
労
の
な
か
ま
が
、
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
持
参
で
応
援
に
駆
け
つ
け
て
宣
伝

に
参
加
し
ま
し
た
。

（
全
印
総
連
発
）

所
沢
地
区
労

４
月
30
日
（
木
）、
所
沢
地
区
労
は
、

２
０
２
６
年
春
闘
要
求
書
に
関
す
る
対

市
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
懇
談
に
は
、

埼
玉
土
建
所
沢
支
部
を
は
じ
め
、
所
沢

市
職
労
、
年
金
者
組
合
、
福
祉
保
育
労
、

そ
し
て
地
区
労
か
ら
合
計
11
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
所
沢
地
区
労
の
田
中
議
長

（
所
沢
市
職
労
）
か
ら
、「
私
た
ち
が
市

に
提
出
し
た
要
求
書
は
、
所
沢
市
内
で

働
く
労
働
者
そ
し
て
市
民
の
切
実
な
願

い
で
あ
る
。
お
互
い
に
、
所
沢
市
発
展

を
願
う
立
場
で
、
有
意
義
な
懇
談
に
な

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
議
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
対
市
要
求
と
市
の
文
書
回
答
に
即

し
て
参
加
し
た
各
組
織
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

市
職
労
か
ら
は
、
賃
上
げ
や
過
重
労

働
是
正
、
会
計
年
度
任
用
職
員
課
題
、

埼
玉
土
建
か
ら
は
公
契
約
適
正
化
お
よ

び
条
例
制
定
の
課
題
等
、
福
祉
保
育
労

か
ら
は
民
間
含
む
認
可
保
育
所
の
保
育

士
の
処
遇
改
善
、
年
金
者
組
合
か
ら
は

補
聴
器
補
助
や
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
に

つ
い
て
要
請
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
懇
談
に
参
加
で
き
な
か

っ
た
教
職
員
組
合
や
学
童
保
育
労
組
の

課
題
も
、
事
前
に
も
ら
っ
た
懇
談
要
請

な
ど
を
も
と
に
切
実
な
職
場
状
況
の
改

善
な
ど
、
市
の
担
当
課
長
た
ち
に
直
接

伝
え
ま
し
た
。

狭
山
地
区
労

狭
山
地
区
労
が
中
心
と
な
り
組
織
す

る
市
民
要
求
実
現

狭
山
地
域
総
行
動

実
行
委
員
会
は
、
５
月
14
日
（
木
）、
狭

山
市
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
地
域
の
労
働
組
合
・
民

主
団
体
か
ら
20
人
以
上
が
参
加
し
、「
住

民
の
雇
用
と
く
ら
し
を
守
る
２
０
２
６

年
春
闘
要
求
書
」
に
対
す
る
市
の
回
答

を
も
と
に
、
２
時
間
に
渡
っ
て
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

久
木
田
康
隆
実
行
委
員
長
（
狭
山
地

区
労
議
長
）
が
、
建
設
業
界
に
お
け
る

現
状
を
伝
え
、「
市
政
が
ま
す
ま
す
発
展

で
き
る
有
意
義
な
懇
談
に
し
た
い
」
と

挨
拶
し
、
そ
の
後
は
加
藤
武
美
地
区
労

副
議
長
の
進
行
で
、
前
半
は
市
職
員
・

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
問
題
を
は

じ
め
、
保
育
園
・
学
童
の
待
機
児
問
題
、

給
食
費
無
償
化
、
資
格
確
認
書
発
行
問

題
な
ど
で
議
論
。
後
半
は
学
校
を
は
じ

め
公
共
施
設
の
統
廃
合
、
業
務
委
託
の

課
題
、
平
和
教
育
事
業
や
物
価
高
に
対

す
る
市
の
制
度
融
資
な
ど
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。
２
時
間
で
も
足
り
な
い

活
気
あ
る
懇
談
で
し
た
。

所沢市と懇談

狭山市と懇談

北坂戸駅での宣伝

プラカードでアピール

26
春
闘・各
地
域
で
自
治
体
と
懇
談

川
口
工
場
と
北
坂
戸
駅
で
宣
伝

全
印
総
連
・
印
刷
関
連
ユ
ニ
オ
ン
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今
年
も
、
埼
労
連
や
連
合
埼
玉
も
後

援
団
体
に
な
っ
て
い
る
オ
ー
ル
埼
玉
総

行
動
実
行
委
員
会
の
主
催
で
「
６
・
７

オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動
大
集
会
」
が
６
月

７
日
（
日
）
に
、
北
浦
和
公
園
で
開
催

さ
れ
、
全
県
か
ら
４
８
０
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

集
会
に
は
立
憲
民
主
党
や
共
産
党
、

社
民
党
の
各
党
関
係
者
も
出
席
し
、
埼

玉
弁
護
士
会
・
連
合
埼
玉
・
埼
労
連
か

ら
連
帯
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
今
回
の
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
現
代
教
育
行

政
研
究
会
代
表
の
前
川
喜
平
さ
ん
が
高

市
政
権
の
危
険
な
本
質
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

贄
田
（
に
え
だ
）
実
行
委
員
会
事
務

埼
玉
土
建
は
６
月
１
日
（
月
）、
埼
玉

土
建
会
館
入
口
脇
に
建
立
し
た
『
９
条

の
碑
』
を
お
披
露
目
す
る
除
幕
式
を
約

２
０
０
人
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。
こ

の
碑
は
、
１
月
か
ら
の
短
期
間
で
１
万

人
以
上
の
組
合
員
の
募
金
に
よ
っ
て
完

成
に
至
り
ま
し
た
。

式
典
で
次
世
代
部
の
加
藤
和
浩
副
部

長
は
、「
も
の
づ
く
り
の
仕
事
は
、
平
和

な
社
会
あ
っ
て
こ
そ
。
私
た
ち
職
人
は

壊
す
の
で
は
な
く
、
作
り
、
守
り
、
未

来
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
使
命
」
と
挨
拶
。

上
田
博
美
委
員
長
は
、「
目
に
見
え
る
形

で
９
条
の
意
義
を
残
し
た
い
と
い
う
声

が
広
が
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

式
典
に
は
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
伊

藤
千
尋
さ
ん
も
参
加
。
大
野
知
事
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
11
日
に
開
催
し
た
第
56
回
定
期

大
会
で
は
、「
労
働
組
合
は
、
働
く
者
の

権
利
を
守
る
と
同
時
に
、
平
和
と
民
主

主
義
を
支
え
る
社
会
的
責
任
を
担
っ
て

い
る
」
と
し
、
非
戦
と
民
主
主
義
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
「
特
別
決
議
」
を
採
択
し

て
い
ま
す
。

局
長
は
、「
高
市
政
権
に
な
り
、
防
衛
費

も
さ
ら
に
増
額
さ
れ
改
憲
の
動
き
が
強

ま
っ
て
い
る
。
憲
法
を
守
ろ
う
と
い
う

市
民
の
声
が
集
ま
る
集
会
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
後
は
浦
和

駅
西
口
ま
で
パ
レ

ー
ド
を
行
い
、
近

隣
住
民
に
平
和
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

（
オ
ー
ル
埼
玉
総

行
動
実
行
委
員
会

発
）

「
市
民
の
声
を
市
政
に
！
さ
い
た
ま
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
さ
い
た
ま
市

議
会
６
月
議
会
開
会
翌
日
の
４
日
（
木
）

11
時
か
ら
12
時
、
第
10
回
市
役
所
前
行

動
を
行
い
初
参
加
含
め
50
人
余
、
さ
い

た
ま
地
区
労
か
ら
も
複
数
が
参
加
し
ま

し
た
。

要
請
行
動
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
リ

レ
ー
ト
ー
ク
１
時
間
の
行
動
を
展
開
。

清
水
市
長
、
各
会
派
へ
の
「
要
請
書
」

を
も
っ
た
要
請
団
が
参
加
者
の
激
励
を

受
け
て
出
発
。
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
各
区
内
の
要
望
を

持
ち
寄
っ
て
７
人
の
代
表
が
市
役
所
前

で
声
を
上
げ
ま
し
た
。

要
請
の
内
容
は
、
①
新
都
心
の
新
庁

舎
と
ま
ち
づ
く
り
、
②
義
務
教
育
学
校

武
蔵
浦
和
学
園
問
題
、
③
北
部
医
療
セ

ン
タ
ー
跡
地
問
題
、
④
与
野
中
央
公
園

問
題
、
⑤
食
肉
中
央
卸
売
市
場
・
と
畜

場
閉
鎖
問
題
、
⑥
西
区
近
隣
公
園
問

題
、
⑦
人
口
増
に
対
応
し
な
い
清
水
市

政
な
ど
で
す
。

最
後
に
古
賀
共
同
代
表
が
今
後
の
取

り
組
み
を
提
案
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
さ
い
た
ま
地
区
労
発
）

4800人が参加

ス
ピ
ー
チ
す
る
前
川
喜
平
さ
ん

９条の碑 除幕式

市役所前でスタンディング

６
・
７
オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動

平
和
な
社
会
を
未
来
へ

埼
玉
土
建
が
９
条
の
碑
を
建
立

さ
い
た
ま
地
区
労
が
市
役
所
前
行
動

2026年7月1日 埼 労 連 （4）第595号



６
０
０
人
が
参
加

あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
藤
田
実
行
委
員

長
（
埼
労
連
議
長
）
は
、
国
際
法
違
反

の
イ
ラ
ン
攻
撃
に
触
れ
つ
つ
、
暴
走
す

る
社
会
・
政
権
の
恐
ろ
し
さ
か
ら
「
軍

事
よ
り
ま
ず
暮
ら
し
を
」
と
訴
え
。
メ

ー
デ
ー
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
働
く
す

べ
て
の
人
の
い
の
ち
と
健
康
、
生
活
を

守
る
た
め
、
労
働
時
間
の
緩
和
で
は
な

く
、
規
制
の
強
化
を
求
め
、
80
年
前
に

日
本
国
憲
法
を
制
定
し
た
国
と
し
て
、

平
和
と
民
主
主
義
を
あ
き
ら
め
ず
、
労

働
者
の
団
結
で
憲
法
を
守
り
抜
こ
う
と

訴
え
ま
し
た
。

来
賓
の
埼
玉
県
産
業
労
働
部
長
、
蕨

市
長
、
県
弁
護
士
会
会
長
、
労
働
福
祉

団
体
（
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
、
中

央
労
金
県
本
部
）、
オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動

実
行
委
員
長
と
政
党
（
日
本
共
産
党
）

が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
メ
ー
デ
ー
宣
言

を
参
加
者
全
体
で
採
択
。

パ
レ
ー
ド
の
中
止
を
受
け
て
の
ア
ピ

ー
ル
タ
イ
ム
と
し
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
お
こ
な
っ
た
の
ち
、
最
後
に
藤
田

議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
式
典
を
終

え
ま
し
た
。（

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
）

５
月
１
日
（
金
）
北
浦
和
公
園
で
第

97
回
埼
玉
県
中
央
メ
ー
デ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
朝
か
ら
降
る
冷
た
い
雨
の
中

６
０
０
人
の
参
加
で
、
メ
ー
デ
ー
後
に

は
埼
玉
県
と
埼
玉
労
働
局
へ
要
請
。
埼

玉
合
唱
団
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
中

で
も
雨
が
や
む
気
配
は
な
く
、
文
化
企

画
と
パ
レ
ー
ド
は
中
止
に
し
、
式
典
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
地
域
メ
ー
デ
ー
以

外
に
も
、
県
内
各
地
で
地
域
メ
ー
デ
ー

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

埼
労
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
26
春
闘
活

動
レ
ポ
ー
ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
須
地
域
メ
ー
デ
ー

深
谷
寄
居
地
域
メ
ー
デ
ー

三
郷
地
域
メ
ー
デ
ー

熊
谷
地
域
統
一
メ
ー
デ
ー

所沢地域メーデー飯能日高地域メーデー

各
地
域
で
お
こ
な
わ
れ
た
メ
ー
デ
ー

第
97
回
埼
玉
県
中
央
メ
ー
デ
ー
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埼
玉
医
労
連
は
５
月
10
日
に
「
春
ナ

ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
行
動
」
の
一
環
と
し
て
、

学
習
会
と
署
名
活
動
を
実
施
し
、
25
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
埼
玉
医
労
連
が
作
成

し
た
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
ト
リ
ア
ー
ジ
」

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
や

カ
ス
ハ
ラ
等
の
事
前
学
習
を
経
て
、
数

十
枚
の
事
例
カ
ー
ド
を
深
刻
度
別
に
仕

分
け
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
被
害
が
深
刻
で

取
り
返
し
が
つ
か
な
い

「
黒
」、
緊
急
に
対
応
が
必
要

な
「
赤
」、
少
し
対
応
が
遅
れ

て
も
大
丈
夫
な
「
黄
」、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
該
当
し
な
い

「
緑
」
の
４
色
に
分
類
し
、
議

論
を
通
じ
て
「
ど
の
よ
う
な

前
後
関
係
が
あ
れ
ば
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
な
る
か
」
な
ど
、

個
人
の
感
じ
方
や
価
値
観
の

違
い
を
学
び
、
実
務
に
即
し
た
相
談
対

応
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

学
習
会
後
は
、
浦
和
駅
前
で
夜
勤
改

善
や
大
幅
増
員
を
求
め
る
署
名
活
動
を

実
施
。「
母
の
日
」
に
ち
な
み
造
花
の
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
配
り
な
が
ら
訴
え
る

と
、
若
い
世
代
や
親
子
連
れ
な
ど
多
く

の
市
民
が
足
を
止
め
、
現
場
の
切
実
な

声
に
賛
同
し
署
名
に
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。

30
分
足
ら
ず
の
宣
伝
行
動
で
し
た

が
、
約
40
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

鴻
北
労
連
は
、
５
月
20
日
（
水
）
夕

方
に
北
本
駅
で
「
物
価
高
騰
に
見
合
う

賃
上
げ
と
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
」、

「
最
低
賃
金
を
全
国
一
律
に
」
と
の
定
例

宣
伝
行
動
を
行
い
、
労
連
の
役
員
を
中

心
に
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

鴻
北
労
連
で
は
、
毎
月
の
役
員
会
前

の
時
間
を
使
い
、
宣
伝
へ
の
参
加
者
を

確
保
す
る
工
夫
を
し
て
定
例
で
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
日
の
宣
伝
で
は
「
仕
事
や
職
場

で
お
困
の
と
き
は
埼
労
連
の
労
働
相
談

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

（
鴻
北
労
連
発
）

コ
ー
プ
み
ら
い
財
団
が
行
っ
て
い
る

給
付
型
奨
学
金
事
業
で
、
２
０
２
６
年

度
に
採
用
さ
れ
た
奨
学
生
が
７
１
０
人

（
前
年
７
０
０
人
）
と
な
り
ま
し
た
。
す

で
に
給
付
を
受
け
て
い
る
在
校
生
を
合

わ
せ
て
１
７
２
１
人
に
給
付
し
て
い
ま

す
。コ

ー
プ
み
ら
い
財
団
で
は
、
コ
ー
プ

み
ら
い
の
組
合
員
で
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
世
帯
に
対
し
て
、
月
１
万
円
の
奨

学
金
（
返
済
不
要
）
の
支
給
を
行
っ
て

い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
は
１
０
７
９
人
の
応

募
が
あ
り
、
宅
配
事
業
の
利
用
者
へ
奨

学
金
応
募
ポ
イ
ン
ト
の
呼
び
か
け
に
２

５
０
０
万
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
も
で
、
昨
年

度
よ
り
10
人
多

い
採
用
が
実
現

し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
奨
学

金
を
受
け
取
っ

て
い
る
奨
学
生

や
保
護
者
か
ら

近
況
を
報
告
す

る
感
謝
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
希
望
者
の
う
ち
３
６
９
人

の
方
た
ち
を
採
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
コ
ー
プ
み
ら
い
財
団
で
は
、

採
用
枠
を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
、
引
き

続
き
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

コ
ー
プ
み
ら
い
の
会
員
で
あ
れ
ば
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
奨
学
金
事

業
へ
の
賛
同
と
協
力
を
改
め
て
呼
び
か

け
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
「
コ
ー
プ

み
ら
い
財
団
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

仲
間
へ
の
周
知
も
合
わ
せ
て
お
願
い

し
ま
す
。

浦和駅で宣伝

グループで仕分け北本駅での宣伝

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
習

埼
玉
医
労
連
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
行
動

鴻
北
労
連
が
定
例
の
最
賃
宣
伝

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

コ
ー
プ
み
ら
い
財
団
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５
月
１
日
（
金
）
の
メ
ー
デ
ー
終
了

後
18
時
45
分
か
ら
、
埼
玉
教
育
会
館
で

青
年
委
員
会
主
催
の
「
メ
ー
デ
ー
パ
ー

テ
ィ
」
を
お
こ
な
い
、
６
団
体
か
ら
13

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ゆ
る
く
交
流
し
よ
う
と
、
用
意
さ
れ

た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
飲
み
物
を
手
に
座

り
、
簡
単
な
趣
旨
説
明
後
、
学
習
へ
。

テ
ー
マ
は
「
海
の
中
か
ら
地
球
が
見
え

る
〜
気
候
危
機
と
平
和
の
危
機
〜
」
と

し
、
環
境
活
動
家
で
あ
り
プ
ロ
ダ
イ
バ

ー
の
武
本
匡
弘
さ
ん
の
話
を
動
画
視
聴

し
ま
し
た
。
直
接
話
を
し
て
も
ら
う
予

定
で
し
た
が
、
ガ
ザ
支
援
の
「
不
屈
の

船
団
」
の
船
長
と
し
て
の
出
航
が
イ
ラ

ン
戦
争
な
ど
の
影
響
で
１
ヵ
月
遅
れ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
拿
捕
さ
れ
た
の
ち
解

放
と
、
い
ま
だ
に
航
海
上
に
い
て
駆
け

付
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

武
本
さ
ん
は
、
海
の
中
で
は
環
境
汚

染
か
ら
サ
ン
ゴ
が
壊
滅
状
態

に
あ
り
、
そ
れ
が
世
界
的
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
汚
染
を
な
く
す
た

め
の
行
動
と
し
て
、
小
学
生

が
声
を
あ
げ
自
治
体
を
動
か

し
た
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
。
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
問
い
か
け
ら
れ

る
話
で
し
た
。

話
を
聞
い
た
の
ち
、
参
加

者
全
員
で
自
己
紹
介
後
、
２

班
に
分
か
れ
て
交
流
。
今
回

の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
作
成

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ー
ド
ゲ

ー
ム
「
平
和
と
環
境
の
航
海

す
ご
ろ
く
」
を
体
験
。
サ
イ
コ
ロ
の
目

で
止
ま
っ
た
マ
ス
に
よ
り
、「
つ
い
使
っ

て
し
ま
う
環
境
に
悪
い
も
の
は
？
」、

「
平
和
の
た
め
に
で
き
る
小
さ
な
こ
と
は

？
」
な
ど
対
話
で
き
、「
自
治
体
か
ら
自

衛
隊
へ
名
簿
提
供
、
Ｄ
Ｍ
が
届
く
。（
１

回
休
み
）」、「
ス
ポ
ン
ジ
を
セ
ル
ロ
ー
ス

素
材
に
チ
ェ
ン
ジ
！
（
ハ
ッ
ピ
ー
ポ
イ

ン
ト
ゲ
ッ
ト
）」
な
ど
様
々
な
ポ
イ
ン
ト

が
お
か
れ
、
最
終
的
に
ポ
イ
ン
ト
が
一

番
高
か
っ
た
人
が
勝
利
と
い
う
ゲ
ー
ム

で
す
。
15
分
ほ
ど
体
験
後
、
一
番
高
か

っ
た
人
か
ら
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
後
、
青
年
委
員
会
と
し

て
予
定
し
て
い
る
取
り
組
み
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
、
埼
労
連
の
須
藤
幹
事
か

ら
感
想
と
あ
わ
せ
た
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

２グループに分かれて話し合い

動
画
視
聴
で
学
習

「
解
雇
・
雇
止
め
」「
労
働
条
件
の

不
利
益
変
更
」「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
団
体

交
渉
拒
否
」
な
ど
職
場
で
困
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

労
働
委
員
会
は
、
中
立
・
公
正
な

立
場
で
労
使
紛
争
の
解
決
促
進
の
た

め
の
あ
っ
せ
ん
や
不
当
労
働
行
為
の

審
査
を
し
て
、
労
働
者
・
労
働
組
合

と
使
用
者
（
会
社
等
）
と
の
ト
ラ
ブ

ル
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
専
門
的
な

行
政
機
関
で
、
各
都
道
府
県
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
で
会
社
の
社
長
や
上
司
と
自

主
的
に
交
渉
を
し
て
も
解
決
が
困
難

な
と
き
は
、
公
的
第
三
者
機
関
で
あ

る
埼
玉
県
労
働
委
員
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

あ
っ
せ
ん
は
労
働
組
合
だ
け
で
な

く
個
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。
手
続

き
は
簡
単
・
無
料
で
す
。

詳
し
く
は
埼
玉
県
労
働
委
員
会
事

務
局
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（
☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
６
４
５

２
）Ｈ

Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
は
、『
埼

玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局
』
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

手続簡単

お問合せ先

埼玉県労働委員会事務局

TEL: 048-830-6452・6465

FAX: 048-830-4935

〒330-9301 さいたま市浦和区高砂3-15-1  埼玉県庁第三庁舎４階

埼玉県マスコット
「さいたまっち&コバトン」

解雇、雇止め、パワハラ、団体交渉などで困っていませんか？

無料 秘密厳守

労働者と使用者の

彩の国

埼玉県

埼玉県労働委員会
マスコット「たまろー」

地
球
環
境
か
ら
平
和
を
学
ぶ

青
年
委
員
会
メ
ー
デ
ー
パ
ー
テ
ィ

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
ご
案
内
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春
の
共
済
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
３

月
〜
５
月
）
期
間
に
、
学
習
会
（
説
明

会
）
が
加
盟
組
織
の
各
所
で
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

自
治
労
連
は
、
４
月
13
日
（
月
）、
鴻

巣
市
役
所
会
議
室
で
昼
休
み
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
自
治
労
連
共
済
に

つ
い
て
県
本
部
か
ら
、
労
金
に
つ
い
て

労
金
上
尾
支
店
か
ら
講
師
に
き
て
も
ら

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
つ
い
て
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
話
し
、
セ
ッ
ト
共

済
１
名
、
火
災
共
済
１
名
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
建
交
労
で
は
、
所
沢
学
童
保

育
支
部
で
４
月
入
職
者
の
新
人
歓
迎
会

と
あ
わ
せ
、
共
済
の
説
明
も
お
こ
な
い

３
名
が
加
入
。
埼
教
組
で
は
、
４
月
11

日
（
土
）、
支
部
・
単
組
・
専
門
部
代
表

者
会
議
の
冒
頭
に
自
主
共
済
・
全
教
自

動
車
保
険
の
内
容
説
明
や
共
済
の
意
義

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
学
習
と
意
見
交
流

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
は
、
共
済
切
り
替
え
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
全
労
連
共
済
の
「
火
災

共
済
（
お
う
ち
の
安
心
共
済
）」
を
紹
介

し
、
10
口
以
上
増
口
者
な
ど
98
人
が
加

入
、
交
通
災
害
共
済
も
16
人
が
加
入
と

大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
の
お
り
、
家
計
の
補
助
と

し
て
有
効
な
「
共
済
」
の
魅
力
は
語
れ

ば
広
が
る
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
近
年
は

地
震
や
自
然
災
害
も
増
え
て
お
り
、「
火

災
共
済
」
は
知
っ
て
お
い
て
損
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
共
済
カ
フ
ェ
＆

セ
ミ
ナ
ー
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
１
回

日
時
８
月
１
日
（
土
）

14
時
〜
15
時
30
分
（
予
定
）

会
場
：
埼
玉
会
館
６
Ｂ
会
議
室

第
２
回

日
時
８
月
７
日
（
金
）

12
時
10
分
〜
12
時
55
分

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
費
無
料

【
内
容
】全
労
連
共
済
事
務
局
長
の
佐

久
間
智
彦
さ
ん
が
「
お
う
ち
の
安
心
共

済
」
の
内
容
、
魅
力
を
紹
介
し
、
参
加

者
か
ら
の
質
疑
で
深
め
ま
す
。

【
注
意
】
ど
ち
ら
の
回
も
内
容
は
同
じ

で
す
が
、
８
月
１
日
は
「
カ
フ
ェ
」
と

し
て
、
お
菓
子
や
飲
み
物
を
準
備
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

７
月
の
上
映
は
、
漫
画
家
・
中
沢
啓

治
が
自
身
の
被
爆
体
験
を
描
き
、
反
戦

・
反
核
を
訴
え
る
漫
画
と
し
て
読
み
継

が
れ
て
き
た
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
題

材
に
取
り
上
げ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
は
ま
だ
怒
っ
て

い
る
」
で
す
。

原
爆
で
被
爆
し
た
主
人
公
の
少
年
ゲ

ン
が
、
家
族
を
失
い
、
貧
困
や
偏
見
に

苦
し
み
な
が
ら
も
力
強
く
生
き
抜
く
姿

を
描
い
た
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」。

本
作
で
は
、
作
品
誕
生
か
ら
現
在
を

見
つ
め
る
こ
と
で
、
世
界
に
溢
れ
る
怒

り
や
悲
し
み
、
優
し
さ
を
映
し
出
し
て

い
ま
す
。
監
督
は
数
々
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
を
手
が
け
、
本
作
が
映
画

初
監
督
と
な
っ
た
込
山
正
徳
。「
香
川

１
区
」「
国
葬
の
日
」
の
大
島
新
、「
Ｎ

Ｏ
選
挙
，
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
の
前
田

亜
紀
が
共
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

参
加
し
て
い
ま
す
。

日
程

７
月
29
日
（
水
）

場
所

埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

①
10
時
30
分
〜

②
14
時
〜

③
18
時
30
分
〜

当
日
精
算
券
利
用
で
、
１
２
０
０
円

で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

※
こ
の
映
画
は
特
別
上
映
で
通
常
と
価

格
が
違
っ
て
い
ま
す
。

ミーティングID: 974 0471 2911 パスコード: 758019

日 時

場 所

８月１日（土）

埼玉会館６B会議室

14:00-15:10

担当：龍尾

日 時

形 式

８月７日（金）

完全オンライン

12:10-12:55

福祉共済　　

カフェ＆セミナー

埼労連プレゼンツ

【内容】 埼玉県内でも地震・自然災害が増えています。こんな時に頼りになるのが

「共済」。全労連共済の火災共済は「おうちの安心共済」と名称を変え、

新しくなりました。全労連共済事務局長の佐久間智彦さんが内容、魅力を

紹介します。素朴な疑問など、なんでもお聞きください。

◆第１回

ZOOMアカウント

主催／埼労連労働者福祉対策委員会

9 :00-17 :30

注意事項
どちらの講座も内容は同じですが、８月１日は対面の「カフェ」です。

お菓子や飲み物を準備していますので、交流時間も少し長くなります。

048-838-0771 y-ryuo@saitanet.or. jp

ご参加お持ちしております！

ごくご
く

いただきます
！

◆第２回
参加費
無料

福祉共済　　

カフェ＆セミナーカフェ＆セミナー

埼労連プレゼンツ

ごごくくごご
く

いたただだ

ミーティングID: 974 0471 2911 パスコード: 758019

日 時

場 所

８月１日（土）

埼玉会館６B会議室

14:00-15:10

日 時

形 式

８月７日（金）

完全オンライン

12:10-12:55

【内容】 埼玉県内でも地震・自然災害が増えています。こんな時に頼りになるのが

「共済」。全労連共済の火災共済は「おうちの安心共済」と名称を変え、

新しくなりました。全労連共済事務局長の佐久間智彦さんが内容、魅力を

紹介します。素朴な疑問など、なんでもお聞きください。

◆第１回

ZOOMアカウント

注意事項
どちらの講座も内容は同じですが、８月１日は対面の「カフェ」です。

お菓子や飲み物を準備していますので、交流時間も少し長くなります。

◆第２回
参加費
無料

主催／埼労連労働者福祉対策委員会

9 :00-17 :30048-838-0771 y-ryuo@saitanet.or. jp

ご参加お持ちしております！

担当：龍尾

５
月
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
で

は
、
埼
玉
土
建
さ
い
た
ま
北
支
部

か
ら
届
け
ら
れ
た
災
害
用
の
備
蓄

食
品
９
キ
ロ
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
埼

玉
に
届
け
ま
し
た
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
は
、
県
内
に

３
ヶ
所
あ
る
拠
点
へ
の
直
接
持
ち

込
み
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
生
活
困
窮
者
支
援
、
フ
ー

ド
ロ
ス
削
減
の
と
り
く
み
と
し
て

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鴻巣市職の学習会

７
月
の
上
映
案
内
（
埼
玉
映
文
協
）

共
済
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
と
り
く
み

共
済
カ
フ
ェ
＆
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

フ
ー
ド
バ
ン
ク

５
月
の
と
り
く
み
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